
近
年
の
運
転
手
不
足
に
伴
い
、

全
国
的
に
も
路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ

維
持
が
困
難
な
状
況
が
あ
り
、
交

通
局
の
路
線
バ
ス
に
お
い
て
も
、

委
託
業
者
の
運
転
手
不
足
に
よ
る

路
線
の
引
き
戻
し
な
ど
、
同
様
の

課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
事
業
の
人
員
を
路
線
バ
ス
に
充

て
、
路
線
バ
ス
の
安
定
運
行
に
努

め
る
た
め
貸
し
切
り
バ
ス
事
業
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
を
通
し
て
、
当
局
か
ら
は
、

「
同
事
業
の
廃
止
に
よ
り
二
人
、

ま
た
、
遠
隔
地
点
呼
シ
ス
テ
ム
の

導
入
等
に
よ
る
経
営
努
力
で
二
人

分
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
が
、
同
事
業
を
廃
止
し
た

と
し
て
も
、
運
転
手
不
足
が
解
消

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
募
集
や
業
務
の
縮
減
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
」
と
答
弁
が
な
さ

れ
る
中
で
、
会
派
と
し
て
は
、

「
一
点
目
に
、
貸
し
切
り
バ
ス
事

業
に
つ
い
て
は
、
収
支
が
回
復
傾

向
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今
後
も

バ
ス
事
業
の
中
で
収
支
の
黒
字
が

見
込
め
る
の
は
貸
し
切
り
バ
ス
事

業
以
外
に
な
い
こ
と
。
二
点
目
に
、

交
通
局
は
貸
し
切
り
バ
ス
と
し
て

車
椅
子
二
台
の
乗
車
が
可
能
で
、

リ
フ
ト
に
よ
り
乗
降
で
き
る
令
和

二
年
式
の
大
型
バ
ス
を
所
有
し
て

お
り
、
ま
た
、
同
事
業
の
廃
止
は
、

令
和
三
年
度
に
見
直
し
を
実
施
し

た
交
通
事
業
経
営
計
画
に
は
盛
り

込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
拙
速

で
あ
る
こ
と
。
三
点
目
に
は
、
そ

も
そ
も
運
転
手
不
足
の
抜
本
的
な

対
策
が
な
い
中
で
、
同
事
業
の
廃

止
で
は
運
転
手
不
足
は
解
消
で
き

な
い
た
め
、
廃
止
で
は
な
く
、
休

止
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
。
以
上

の
よ
う
な
点
を
勘
案
し
た
場
合
、

本
件
に
つ
い
て
は
賛
成
し
が
た
い
」

と
い
う
意
見
を
延
べ
、
こ
の
議
案

に
つ
い
て
は
、
反
対
い
た
し
ま
し

た
。市

長
提
出
議
案
の
否
決
は
、
四

九
年
ぶ
り
で
、
同
事
業
は
存
続
さ

せ
、
運
用
の
あ
り
方
等
は
今
後
検

討
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
十
二
月
十
九

日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健

康
保
険
証
機
能
を
持
た
せ
た
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
の
利
用
登
録
の
解

除
件
数
が
、
十
一
月
末
ま
で
に
一

万
三
一
四
七
件
に
上
っ
た
と
公
表

し
ま
し
た
。

解
除
の
主
な
理
由

は
、
情
報
の
ひ
も
付
け
誤
り
が
相

次
ぐ
な
ど
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
制

度
へ
の
不
信
感
が
背
景
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
高
齢
者
だ
け
で
な

く
、
四
代
～
五
十
代
の
申
請
者
も

多
か
っ
た
も
よ
う
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
加
入
す
る

健
康
保
険
組
合
（
国
民
健
康
保
険

は
自
治
体
）
に
申
請
す
る
と
解
除

で
き
ま
す
が
、
解
除
後
は
保
険
証

代
わ
り
と
な
る
「
資
格
確
認
書
」

を
使
う
か
、
既
存
の
保
険
証
も
最

長
で
来
年
十
二
月
一
日
ま
で
使
用

で
き
ま
す
。

来
年
三
月
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
免

許
証
も
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

従
来
の
免
許
証
も
使
え
る
選
択
制

で
す
。
な
ぜ
マ
イ
ナ
保
険
証
は
選

択
制
じ
ゃ
な
い
の
か
い
ま
だ
に
疑

問
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ナ
保

険
証
の
選
択
制
を
求
め
て
い
き
ま

す
。
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停
留
所

貸
し
切
り
バ
ス
廃
止
案
否
決

市
議
会
一
二
月
定
例
会
は
十
二
月
二
十
日
、
四
五
億
九
二
四
六
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
一
五
議
案
を

可
決
、
承
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

又
、
立
憲
・
社
民
市
議
団
か
ら
「
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引
き
下
げ
の
早
急
な

見
直
し
等
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
、
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

当
局
の
提
案
理
由

立
憲
・
社
民
会
派
の
主
張

鹿
児
島
市
議
会
議
員

大
森

忍

【
自
宅
】
鹿
児
島
市
武
岡
４ｰ

６ｰ

14

【
携
帯
電
話
】
０
９
０‐

４
３
４
４‐

６
１
４
５

【
略
歴
】
２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）鹿
児
島
市
議
会
議
員
に

初
当
選
、現
在
６
期
目
。
そ
の
他
、武
岡
台
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
会
長
・
武
岡
台
児
童
ク
ラ
ブ
会
長



十
二
月
二
十
日
、
最
終
本
会
議

終
了
後
、
立
憲
・
社
民
鹿
児
島
市

議
団
は
、
令
和
七
年
度
予
算
編
成

に
向
け
て
、
職
員
へ
の
公
益
通
報

制
度
の
周
知
徹
底
と
開
か
れ
た
窓

口
の
確
保
な
ど
、
一
八
五
項
目
の

要
望
事
項
を
下
鶴
市
長
に
会
派
の

団
長
と
し
て
手
渡
し
ま
し
た
。

依
然
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
す

が
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

来
年
度
予
算
に
反
映
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
強
く
要
請
い
た
し
ま
し

た
。又

、
市
長
と
の
懇
談
の
な
か
で

は
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

（
今
や
公
共
交
通
は
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
り
、
福
祉
で
す
）
地
域
公

共
交
通
の
存
続
の
為
に
、
行
政
の

取
組
強
化
も
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■

持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
を
維
持
す
る
た
め
に
、

運
転
手
の
処
遇
改
善
等
を
含

め
た
人
員
確
保
を
国
へ
要
望

す
る
こ
と

■

「
最
低
制
限
価
格
制
度
」

や
「
総
合
評
価
方
式
入
札
」

を
更
に
進
め
る
と
と
も
に
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

と
公
正
労
働
基
準
お
よ
び
従

事
者
の
賃
金
水
準
を
確
保
す

る
、
公
契
約
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
。

■

川
内
原
発
一
号
機
・
二

号
機
に
つ
い
て
は
即
時
停
止

を
九
州
電
力
へ
申
し
入
れ
る

こ
と
。
ま
た
、
政
府
が
示
し

た
次
世
代
革
新
炉
の
開
発
・

建
設
等
に
つ
い
て
は
断
固
反

対
す
る
こ
と
。

■

米
軍
機
オ
ス
プ
レ
ー
の

墜
落
に
つ
い
て
の
原
因
究
明

等
、
防
衛
省
等
か
ら
得
ら
れ

た
情
報
の
開
示
と
、
市
民
の

安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
に

も
、
米
軍
の
飛
行
ル
ー
ト
の

開
示
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

■

国
は
マ
イ
ナ
免
許
証
の

運
用
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

現
行
の
免
許
証
と
の
併
用
を

認
め
て
お
り
、
マ
イ
ナ
保
険

証
も
従
来
の
保
険
証
と
の
併

用
を
国
に
求
め
る
こ
と
。

■

家
庭
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
を
一
層
推
進
し
て
、

家
庭
ご
み
の
有
料
化
は
導
入

し
な
い
こ
と
。
食
品
ロ
ス
の

観
点
か
ら
廃
棄
物
処
理
に
つ

い
て
は
、
発
生
・
排
出
抑
制

に
よ
る
減
量
化
、
資
源
化
、

分
別
収
集
の
徹
底
を
さ
ら
に

進
め
る
こ
と
。

■

人
口
減
社
会
に
対
応
す

る
為
に
も
、
観
光
・
交
流
の

促
進
、
地
場
産
業
の
振
興
、

企
業
誘
致
、
労
働
環
境
の
整

備
な
ど
を
通
じ
て
、
若
者
の

雇
用
促
進
や
女
性
の
就
業
機

会
の
拡
大
、
高
齢
者
の
再
就

職
の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
。

■

現
在
、
土
地
区
画
整
理

事
業
施
行
中
の
地
区
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
理
解
と
合
意

に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業

費
の
確
保
を
図
り
、
早
期
の

完
成
を
目
指
す
こ
と
。
特
に
、

要
望
の
あ
る
田
上
地
区
に
つ

い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事

業
の
早
期
実
施
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
。

■

一
般
会
計
に
占
め
る
教

育
予
算
の
割
合
を
一
〇
％
程

度
ま
で
に
増
額
す
る
こ
と
。

又
、
子
ど
も
た
ち
に
む
き
あ

う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、

教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消
や
、

学
校
の
働
き
方
改
革
の
推
進

の
観
点
か
ら
教
職
員
定
数
増

を
国
・
県
へ
強
く
要
求
す
る

こ
と
。
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■
申
入
れ
の
様
子
。
市
長
応
接
室
に
て
（
１
２
月
２
０
日
）

新
年
度
予
算
編
成
へ
の
申
入
れ

主
な
申
入
れ
内
容


